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3月10日に市立酒田看護専門学校の卒業式が行われました。平成22年4月に開校した同校の最初の卒業生は25人。
3年間の学校生活の思い出と、地域の医療・福祉・介護を支える決意を胸に、社会へと羽ばたきました。
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●お問い合わせ／【市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、国民健康保険税】市納税課管理係 ☎26‐5720
　　　　　　　　【保育料】市子育て支援課管理係 ☎26‐5735
　　　　　　　　【介護保険料】市介護保険課事業管理係 ☎26-5363、【後期高齢者医療保険料】市介護保険課高齢者医療係 ☎26‐5729
　　　　　　　　【下水道受益者負担金・分担金】市下水道課管理係 ☎26‐3733、【市営住宅・駐車場使用料】市建築課公営住宅係 ☎26‐5747

4月から市税などの

コンビニや郵便局での納付が始まります

納付できる税金など

市県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税、軽自動車税、

国民健康保険税、保育料、介護保険料、後期高齢者医療保険

料、下水道受益者負担金・分担金、市営住宅・駐車場使用料

納付できる場所

　いずれの場所でも現金以外での納付はできません。

【コンビニ（50音順）】エブリワン、ＭＭＫ設置店、くらしハウ

ス、ココストア、コミュニティ・ストア、サークルＫ、サンク

ス、スパー北海道、スリーエイト、スリーエフ、生活彩家、セ

イコーマート、セーブオン、セブン‐イレブン、タイエー、デイ

リーヤマザキ、ハセガワストア、ファミリーマート、ポプラ、

ミニストップ、ヤマザキスペシャルパートナーショップ、ヤ

マザキデイリーストアー、ローソン、

【ゆうちょ銀行・郵便局】東北管内のゆうちょ銀行・郵便局（東

北管外での納付には専用の払込票が必要）

【金融機関】市内に本所・支所（店）・出張所のある金融機関

納付書が変わります

24年度までの納付書／通知書と納付書は

1冊の綴り

25年度以降の納付書／通知書と納付書は

1枚ごとの単票

◆納付書はホチキスなどで綴らず、納付す

る分の納付書だけを窓口に出してください。

◆納期を間違わないよう､期別､納期限を確

認して納付してください。

◆従来の納付書も金融機関窓口で使用で

きます。

コンビニで使用できない納付書

　次の納付書は金融機関の窓口で納付してください。

¡バーコードが印字されていないもの

¡納付書1枚あたりの金額が30万円を超えるもの（バーコー

ドは印字されません）

¡取扱期限が過ぎているもの

¡破損、汚損などのためバーコードを読み取れないもの

¡金額を訂正してあるもの

コンビニで納付する際の注意

¡領収証書とレシートを必ず受け取ってください。レシート

は収納情報をコンビニ本部へ送信した証拠となります。事故

防止のためにも領収証書と併せて大切に保管してください。

¡コンビニで納付した場合、本市が納付を確認できるまで2

週間～3週間程度かかることがあります。確認できない期間

に納税証明書などが必要な場合は、領収書やレシートを持

参し、担当課に相談してください。

　本市では4月から市税や保育料、介護保険料などのコンビニエンスストア（以下「コンビニ」）やゆうちょ銀行・郵便局での

収納を開始します。4月以降に発行されるバーコードが印字されている納付書を使用すれば、全国の主なコンビニで24時間

いつでも納付ができ、支払い手数料も掛かりません。これまで通り市内金融機関の窓口や口座振替でも納付できます。

バーコードの印字のあるものが
コンビニで納付できます

納付書見本

コンビニ取扱期限
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市政ピックアップPICK UP!!

　
新
た
に
建
設
し
て
い
た
酒
田
地
区
広

域
行
政
組
合
の
消
防
署
八
幡
分
署
な
ら

び
に
松
山
分
署
が
完
成
し
、
左
図
の
通

り
移
転
し
ま
し
た
。
な
お
電
話
番
号
の

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
変
更
に
関
係
す
る
新
組
織
の
み
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
行
財
政

改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
政
策
推
進
課

に
行
財
政
改
革
推
進
室
を
新
設
し
ま
す
。

ま
た
総
務
部
か
ら
移
管
し
た
情
報
管
理

課
と
連
携
し
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活
用

し
た
業
務
改
善
を
推
進
し
ま
す
。

市
民
交
流
推
進
室
の
新
設

　
国
内
外
の
交
流
や
市
民
の
自
主
的
な

交
流
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
総
務
課

国
際
交
流
室
を
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
へ

移
管
し
、
市
民
交
流
推
進
室
と
し
ま
す
。

産
業
振
興
へ
の
対
応

　
企
業
誘
致
と
あ
わ
せ
て
農
商
工
連
携

に
よ
る
産
業
の
活
性
化
や
地
場
産
業
の

振
興
を
図
る
た
め
、
商
工
港
湾
課
企
業

誘
致
対
策
室
を
企
業
誘
致
・
産
業
振
興

対
策
室
と
し
ま
す
。

組
織
の
ス
リ
ム
化

　
財
務
部
を
総
務
部
へ
統
合
す
る
ほ
か
、

職
員
課
を
総
務
課
へ
統
合
し
ま
す
。

水
道
部
に
計
画
推
進
室
の
新
設

　
ア

※

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
水
運
用

計
画
の
推
進
な
ど
、
企
画
計
画
推
進
体

制
を
強
化
す
る
た
め
、
水
道
部
工
務
課

に
計
画
推
進
室
を
新
設
し
ま
す
。

※
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
公
共
施
設
を
資
産
と

し
て
と
ら
え
、効
率
的
な
資
産
管
理
を
し
て
い
く
手
法
。

　
大
い
な
る
飛
躍
に
向
け
た
社
会
基
盤

整
備
な
ど
本
市
の
政
策
課
題
に
対
応
し

て
い
く
た
め
、
主
要
課
題
に
積
極
的
に

取
り
組
む
体
制
の
強
化
、
危
機
管
理
部

門
の
強
化
、
行
財
政
改
革
推
進
体
制
の

強
化
を
念
頭
に
、
市
の
組
織
を
一
部
見

直
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
か
ら
次
の
通

り
変
わ
り
ま
す
。

企
画
振
興
部
の
新
設

●
政
策
推
進
課
の
所
管
替
え

　
山
形
新
幹
線
の
庄
内
延
伸
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
主
要
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
た
め
に
企
画
振
興
部

を
新
設
。
こ
れ
に
伴
い
、
政
策
推
進
課

を
総
務
部
か
ら
移
管
し
、
重
要
施
策
の

企
画
調
整
お
よ
び
推
進
を
図
り
ま
す
。

●
危
機
管
理
部
門
の
強
化

　
自
然
災
害
や
新
た
な
脅
威
な
ど
に
対

し
て
、
危
機
管
理
体
制
お
よ
び
防
災
・

減
災
関
連
施
策
の
推
進
体
制
を
強
化
す

る
た
め
、
危
機
管
理
室
を
危
機
管
理
課

と
し
企
画
振
興
部
へ
移
管
。
ま
た
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
危
機
管
理
施
策
と
連

携
し
て
推
進
す
る
た
め
、
情
報
管
理
課

を
総
務
部
か
ら
移
管
し
ま
す
。

●
行
財
政
改
革
推
進
室
の
新
設

　
ア

※

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
導
入
な

行
政
改
革
の
お
知
ら
せ

4
月
か
ら
市
の
組
織
の
一
部
が
変
わ
り
ま
す

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
職
員
課
職
員
係 

☎
2
6
‐
5
7
0
2

消
防
署
八
幡
分
署
・
松
山

分
署
が
移
転
し
ま
し
た

●
お
問
い
合
わ
せ
／
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合

　
消
防
本
部
予
防
課 

☎
6
1
‐
7
1
1
9

345

至平田地域

至眺海の森
松嶺コミュニティ
センター

郵便局
松山
総合支所

松山農村
環境改善
センター

松山保育園
松山子育て支援センター

松
山
分
署

344

至升田

JA庄内みどり
八幡支店

八幡タウン
センター

八幡
体育館修道館

八幡
分署

●八幡分署移転場所／ 観音寺字寺ノ下
39‐1

●松山分署移転場所／字山田20‐19

総務部企画振興部市民部商工観光部水道局水道部

管
理
課 

事
業
係

工
務
課 

管
路
係

 

工
事
相
談
係

 

施
設
管
理
係

 

計
画
推
進
室

　
　
　
　
　

 

商
業
振
興
係

商
工
港
湾
課 

工
業
労
政
係

観
光
物
産
課 

港
湾
空
港
係

　
　
　
　
　

 

企
業
誘
致
・

　
　
　
　
　

 

産
業
振
興
対

 

策
室

ま
ち
づ
く
り

推
進
課 

地
域
づ
く
り
係

市
民
課 

市
民
交
流

環
境
衛
生
課 

推
進
室

文
化
ス
ポ
ー
ツ 

市
民
相
談
室

振
興
課

　
　
　
　
　

 

政
策
推
進
係

政
策
推
進
課 

広
報
広
聴
係

危
機
管
理
課 

行
財
政
改
革

情
報
管
理
課 

推
進
室

 

新
庁
舎
建
設
室

 

秘
書
係

総
務
課 

総
務
係

財
政
課 

 

職
員
係

税
務
課 

研
修
厚
生
係

納
税
課 

と
び
し
ま

管
財
課 

総
合
セ
ン
タ
ー

契
約
検
査
課
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対
象
住
宅
の
居
住
者 

③
補
助
対
象
工

事
に
つ
い
て
本
市
の
他
の
補
助
制
度
を

利
用
し
て
い
な
い 

④
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い 

⑤
平
成
26

年
２
月
28

日
ま

で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る

◎
対
象
工
事

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
。

①
住
宅
の
質
の
向
上
を
図
る
住
宅
リ
フ

ォ
ー
ム
工
事（
耐
震
の
た
め
の
部
分
補

強
、省
エ
ネ
化
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、酒

田
産
木
材
の
使
用
、克こ

く

雪せ
つ

化
の
い
ず
れ

か
一
つ
以
上
） 

②
現
在
の
住
宅
が
建
築

基
準
法
令
に
違
反
し
て
い
な
い（
違
反

し
て
い
る
部
分
を
現
行
法
令
に
適
合
す

る
よ
う
に
是
正
す
れ
ば
対
象
に
な
る
が
、

そ
の
工
事
費
は
補
助
対
象
外
。工
事
完

成
時
に
是
正
工
事
が
完
了
し
て
い
な
い

時
は
補
助
金
の
交
付
決
定
を
取
り
消
す

場
合
あ
り
） 

③
過
去
に
こ
の
事
業
に
よ

る
補
助
を
受
け
て
い
な
い 

④
市
内
施

工
業
者
に
よ
る
施
工

◎
補
助
内
容

補
助
額
／
補
助
対
象
工
事
費
の
合
計
が

25

万
円
以
上
で
２
割
以
内
、か
つ
５
万

円
〜
40
万
円
▼
交
付
時
期
／
市
の
工
事

完
成
検
査
に
合
格
後

か
の
毎
月
の
元
金
均
等
払
い
▼
貸
付
利

率
／
無
利
子
▼
貸
付
時
期
／
市
の
工
事

完
了
検
査
に
合
格
し
、取
扱
金
融
機
関

で
金
銭
消
費
貸
借
契
約
を
行
っ
た
後

◎
申
し
込
み

　
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
／
４
月
１
日
㈪
〜
取
扱
金
融

機
関（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
市
内
金

融
機
関
各
支
店
、本（
支
）所
）で
先
着
順

に
受
け
付
け（
予
算
額
に
達
し
た
時
点

で
締
め
切
り
）▼
申
込
書
類
な
ど
／
借

入
申
込
書
、納
税
証
明
書
、工
事
見
積
書
、

取
扱
金
融
機
関
の
借
入
申
込
書
な
ど

◆
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
く
は
取
扱
金

融
機
関
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援

補
助
金
制
度

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
の
費
用
の
一
部
を

市
が
補
助
し
ま
す
。

◎
対
象
者

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、
次
の
全
て
に

該
当
す
る
方
。

①
補
助
対
象
住
宅
の
所
有
者 

②
補
助

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い 

③
金
融

機
関
の
貸
付
審
査
に
適
合
す
る

◎
対
象
要
件

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
。

①
建
築
基
準
法
令
に
適
合
す
る  

②
平

成
26
年
２
月
15
日
ま
で
に
工
事
が
完
了

し
、同
年
２
月
28

日
ま
で
に
金
銭
消
費

貸
借
契
約
が
で
き
る 

③
平
成
25

年
度

の
本
市
の
利
子
補
給
制
度
お
よ
び
補
助

制
度
を
重
複
利
用
し
な
い 

④
平
成
24

年
度
以
前
の
本
市
の
利
子
補
給
事
業
を

利
用
し
た
貸
し
付
け
を
全
額
返
済
し
て

い
る 
⑤
平
成
15

年
度
以
前
の
中
心
市

街
地（
活
性
化
）居
住
誘
導
対
策
事
業
の

補
助
金
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い 

⑥

新
築
住
宅
を
除
き
市
内
施
工
業
者
に
よ

る
施
工

◎
貸
付
内
容

貸
付
額
／
持
ち
家
住
宅
は
総
工
事
費
の

８
割
以
内
で
20

万
円
〜
４
０
０
万
円
。

賃
貸
住
宅
は
一
戸
当
た
り
の
工
事
費
の

８
割
以
内
で
20

万
円
〜
３
０
０
万
円
。

い
ず
れ
も
10
万
円
単
位
▼
返
済
方
法
／

貸
付
額
が
３
０
０
万
円
以
下
の
場
合
は

５
年
・
７
年
、貸
付
額
が
３
１
０
万
円
以

上
の
場
合
は
５
年
・
７
年
・
10
年
い
ず
れ

住
宅
改
善
支
援
資
金
貸
付
制
度

　
住
宅
改
修
に
要
す
る
資
金
の
借
り
入

れ
に
対
し
、
市
が
利
子
補
給
を
し
ま
す
。

◎
対
象
工
事

【
持
ち
家
住
宅
】 

持
ち
家
住
宅
お
よ
び

そ
の
付
属
建
物（
物
置
、車
庫
等
）の
新

築
・
増
築
・
改
築
、修
繕（
屋
根
、壁
、床
、

浴
室
、便
所
等
）、外
構（
植
樹
、造
園
、門
、

塀
等
）工
事
、耐
震
改
修
工
事 

【
賃
貸
住
宅
】
中

※

心
市
街
地
の
区
域
に

建
設
す
る
一
戸
当
た
り
の
床
面
積
が
お

お
む
ね
30

平
方
㍍
以
上
で
、
居
住
室
、

台
所
、
便
所
お
よ
び
浴
室
を
有
す
る
賃

貸
住
宅
の
新
築
工
事
、
増
築
工
事
お
よ

び
賃
貸
住
宅
に
用
途
を
変
更
す
る
工
事

※
中
心
市
街
地
の
区
域
／
賃
貸
住
宅
は
中
心
市
街
地

区
域
の
み
対
象
。
対
象
区
域
に
つ
い
て
は
市
建
築
課

確
認
審
査
係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
対
象
者

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
方
。

①
持
ち
家
住
宅
は
本
市
に
住
所
を
有
し

住
宅
な
ど
を
所
有
す
る
方（
本
人
の
居

住
を
目
的
と
し
た
工
事
で
あ
れ
ば
現
在

市
外
在
住
で
も
可
）、所
有
者
の
同
居
親

族
、所
有
者
の
子
。賃
貸
住
宅
は
建
築
主 

工
事
の
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

住
宅
の
新
築
・
増
改
築
資
金
に
市
の
支
援
制
度
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

●
お
問
い
合
わ
せ
／【
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合
支
援
事
業
・
住
宅
改
善
支
援
資
金
貸
付
制
度
】市
建
築
課
確
認
審
査
係 

☎
2
6
‐
5
7
4
9

【
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
補
助
金
】市
環
境
衛
生
課
環
境
保
全
係 

☎
3
1
‐
0
9
3
3
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市政ピックアップPICK UP!!

5月

7月

6月

8月

ま
で
に
実
績
報
告
書
を
提
出
で
き
る

◎
対
象
と
な
る
シ
ス
テ
ム

　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
。

①
対
象
者
が
居
住
す
る
市
内
の
住
宅
な

ど
に
新
規
に
設
置 

②
低
圧
配
電
線
と

逆
潮
流
あ
り
で
連
系
し
、太
陽
電
池
の

公
称
最
大
出
力
の
合
計
が
10
キ
ロ
㍗
未

満 

③
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
が
一
定

の
機
能
を
有
す
る

◎
補
助

補
助
額
／
対
象
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る

太
陽
電
池
の
公
称
最
大
出
力（
キ
ロ
㍗
）

に
３
万
円
を
掛
け
た
額
で
12
万
円
を
上

限（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）▼
交
付
時
期

／
市
の
工
事
完
了
確
認
の
後

◎
申
し
込
み

　
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
／
４
月
１
日
㈪
〜
市
環
境

衛
生
課
環
境
保
全
係（
広
栄
町
三
丁
目
）、

市
役
所
３
階
建
築
課
確
認
審
査
係
で
先

着
順
に
受
け
付
け（
予
算
額
に
達
し
た

時
点
で
締
め
切
り
）

◆
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
く
は
市
環
境

衛
生
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
し
込
み

　
工
事
に
着
手
す
る
前
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

受
け
付
け
／
４
月
１
日
㈪
〜
市
役
所
３

階
建
築
課
確
認
審
査
係
で
先
着
順
に
受

け
付
け（
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
締

め
切
り
）▼
申
込
書
類
な
ど
／
交
付
申

請
書
、工
事
点
数
算
出
表
、工
事
計
画
平

面
図
、工
事
に
係
る
見
積
書
の
写
し
、申

請
者
の
納
税
証
明
書
の
写
し
、着
工
前

写
真
な
ど

◆
必
要
な
書
類
な
ど
詳
し
く
は
同
課
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
25
年
度
の
本
市
の
他
の
補
助
制

度
を
重
複
利
用
す
る
場
合
は
、補
助
金

額
を
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。申

し
込
み
の
際
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助
金
制
度

　
国
や
県
の
太
陽
光
発
電
に
関
す
る
補

助
金
を
受
け
る
方
も
利
用
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、本
市
の
他
の
補
助
制
度
と
は
重

複
利
用
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
対
象
者

　
本
市
に
住
所
を
有
し
、次
の
全
て
に

該
当
す
る
個
人
。

①
電
力
会
社
と
電
灯
契
約
を
し
て
い
る 

②
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い 

③
工
事
着

工
前
に
申
請
し
補
助
金
交
付
決
定
後
に

工
事
着
工
す
る 

④
平
成
26
年
３
月
31
日

●お問い合わせ／市定期航路事業所 ☎22‐3911

75分の快適な船旅  定期船とびしま運航日程表

区分 片道 往復

大　人 2,040円 4,080円

小学生 1,020円 2,040円

団体大人（15人以上） 3,680円

団体小学生（15人以上） 1,840円

便 酒田港発→勝浦港（飛島）着 勝浦港（飛島）発→酒田港着

1航海 1便 　9：30 → 10：45 13：30 → 14：45

2航海
1便 　9：00 → 10：15 11：15 → 12：30

2便 13：45 → 15：00 15：45 → 17：00

3航海

1便 　8：00 → 　9：15 10：00 → 11：15

2便 12：00 → 13：15 14：00 → 15：15

3便 15：45 → 17：00 17：15 → 18：30

◎乗船料金◎運航日程表

◎運航時刻表

◆4月、9月～3月は1日1航海のみです。
◆ は1日2航海、 は1日3航海、その他は1日1航海、 は酒
田港クルーズ実施予定日です。酒田港クルーズについて詳しくは、今後
発行する本紙でお知らせします。

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土
1

2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
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お

知

ら

せ

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
へ

寄
せ
ら
れ
た
善
意
に
感
謝
い
た
し
ま
す

　
２
月
に
寄
せ
ら

れ
た
善
意
を
お
知

ら
せ
し
ま
す（
企

業
・
団
体
の
み
）。

市
民
の
皆
さ
ま
の

温
か
い
善
意
に
感

謝
し
ま
す
。

【
義
援
金
の
受
け
付
け
状
況
２
月
28
日

現
在
】８
千
３
０
９
万
５
千
１
１
７
円

【
義
援
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ

ま
】市
立
松
陵
小
学
校
児
童
会

—
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５

７
３
１

日
向
川
油
流
出
・
白
濁
に
関
す
る
現
況
報
告
会

日
時
／
３
月
28
日
㈭
午
後
６
時
30
分
〜

▼
場
所
／
八
幡
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対

象
／
ど
な
た
で
も

—
市
総
務
課
危
機
管
理
室 

☎
２
６
‐
５

７
０
１

夜
間
納
税
窓
口
を
開
設
し
ま
す

日
時
／
３
月
28
日
㈭
、
29
日
㈮
の
午
後

５
時
15
分
〜
７
時
30
分
▼
場
所
／
市
役

所
２
階
納
税
課

◆
地
下
通
用
口
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

—
市
納
税
課
納
税
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
９

総
合
計
画
後
期
計
画

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
刊
行
し
ま
し
た

　
本
市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
10
年

間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
酒

田
市
総
合
計
画
」を
基
に
各
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度
か
ら
中
間

見
直
し
を
行
い
、
総
合
計
画
後
期
計
画

と
し
て
ま
と
め
た
も
の
を
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
の
冊
子
と
し
て
刊
行
し
ま
し
た
。

活
用
の
際
に
は
市
役
所
２
階
政
策
推
進

課
政
策
推
進
係 

☎
２
６
‐
５
７
０
４
ま

た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
総
合
計
画

後
期
計
画
概
要
版
は
、
昨
年
11
月
16
日

号
広
報
別
冊
と
し
て
折
り
込
み
、
全
戸

配
布
を
し
て
い
ま
す
。

児
童
手
当
の
お
知
ら
せ

　
児
童
手
当
は
中
学
生
ま
で
が
支
給
対

象
で
す
。
本
年
３
月
に
児
童
が
中
学
を

卒
業
す
る
場
合
は
、
特
別
な
届
け
出
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
４
月
以
降
、
支
給

対
象
児
童
が
い
な
く
な
る
場
合
は
、
通

常
の
６
月
支
給
で
は
な
く
４
月
末
に
３

月
分
ま
で
の
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

—
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
育
成
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
４

や
す
ら
ぎ
霊
園
行
き
臨
時
バ
ス
の
運
行

運
行
日
／
３
月
20
日
㈷
▼
経
路
／
庄
交

タ
ー
ミ
ナ
ル
〜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
〜

霊
園
〜
中
町
〜
庄
交
タ
ー
ミ
ナ
ル（
曙

町
の
明
日
葉
前
か
ら
は
霊
園
へ
直
行
。

こ
れ
以
外
の
停
車
場
所
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
）▼
定
員
／
27

人
▼
運
賃

／
全
線
均
一
料
金
で
往
復
大
人
８
０
０

円
、
小
学
生
以
下
４
０
０
円
▼
墓
参
時

間
／
50
分
間

発
着
場
所

１
回
目（
午
前
）
２
回
目（
午
後
）

往路

庄
交
タ
ー
ミ
ナ
ル
発
午
前
10
時
30
分
午
後
３
時

や
す
ら
ぎ
霊
園
着
午
前
11
時

午
後
３
時
30
分

復路

や
す
ら
ぎ
霊
園
発
午
前
11
時
50
分
午
後
４
時
20
分

庄
交
タ
ー
ミ
ナ
ル
着
午
後
０
時
19
分
午
後
４
時
49
分

—
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１
‐
０

９
３
３

平
成
25
年
度
固
定
資
産
税
の
課
税
状
況
の
縦
覧

日
時
／
４
月
１
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈮
の

午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）▼
場
所
／
市

役
所
２
階
税
務
課
▼
種
別
と
対
象
／

【
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
・
家
屋
価
格

等
縦
覧
帳
簿
】本
市
に
固
定
資
産
税
を

納
め
て
い
る
方 

【
固
定
資
産
課
税
台

帳
】納
税
義
務
者
本
人
、
土
地
ま
た
は

ア
パ
ー
ト
な
ど
を
借
り
て
い
る
借
地

人
・
借
家
人（
賃
貸
契
約
書
な
ど
の
提

示
が
必
要
）▼
費
用
／
無
料（
た
だ
し
、

納
税
義
務
者
本
人
お
よ
び
同
一
世
帯
人

以
外
の
人
が
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
場

合
は
有
料
）

◆
代
理
人
が
課
税
台
帳
を
閲
覧
す
る
場

第12回鳥海山やわた前ノ川釣り大会参加者

日時／5月26日㈰午前6時30分～午後1時 ▼場所／升田
地区前ノ川 ▼対象／どなたでも ▼定員／先着100人 ▼

競技方法／えさ釣りのみ ▼費用／中学生以上3,000円、
小学生1,500円（遊魚券は別途必要） ▼賞／大物賞、子ど
も特別賞など ▼申し込み／5月2日㈭（土曜・日曜日、祝
日を除く）まで八幡総合支所建設産業課内、（一社）酒田
観光物産協会八幡支部へ ☎64‐3115
◆初心者向けの釣り教室を当日開催します。
【前夜祭】日時／5月25日㈯午後6時30分～ ▼場所／湯の
台温泉鳥海山荘 ▼対象／どなたでも ▼費用／3,000円

▼申し込み／事前に同協会へ

庄内観光コンベンション協会 観光誘客プロデューサー募集

業務内容／国内外からの観光誘客を図るための企画立
案、プロモーション業務など ▼募集人数／1人
◆詳しくは4月5日㈮まで同協会へ ☎0235‐66‐2125。

◎放射線の測定結果（2月22日測定）をお知らせします

—市環境衛生課環境保全係 ☎31‐0933

測定場所 空間測定
（マイクロシーベルト／時間）

浜田小
グラウンド

地上50㌢ 0.05
地上1㍍ 0.05

一條小
グラウンド

地上50㌢ 0.04
地上1㍍ 0.04

松山小
グラウンド

地上50㌢ 積雪が78㌢のため欠測
地上1㍍ 0.02

黒森小
グラウンド

地上50㌢ 0.05
地上1㍍ 0.05

◆今回測定された空間放射
線量の下では、1日8時間程
度の屋外活動を伴う日常生
活を年間送っても、外部被ば
く量が1ミリシーベルトを超
えません。一般公衆の年間の
線量限度1ミリシーベルトと
は、国際放射線防護委員会
（ＩＣＲＰ）の勧告をもとに
定められた法令上の管理基
準です（自然放射線、医療に
よる放射線は含みません）。

▲市立松陵小学校児童会
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合
は
、
本
人
の
委
任
状
と
窓
口
に
来
た

方
の
本
人
確
認
の
た
め
運
転
免
許
証
な

ど
の
提
示
が
必
要
。

—
市
税
務
課
固
定
資
産
係 

☎
２
６
‐
５

７
１
５
〜
５
７
１
７

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る

70
歳
〜
74
歳
の
方
へ

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
70

歳
～
74
歳
の
方（
現
在
３
割
負
担
の
方

を
除
く
）の
医
療
機
関
で
の
窓
口
負
担

は
、
現
在
１
割
に
据
え
置
か
れ
て
い
ま

す
。
４
月
か
ら
２
割
に
な
る
予
定
で
し

た
が
、
平
成
26
年
３
月
ま
で
の
１
年
間

も
１
割
に
据
え
置
か
れ
ま
す
。
対
象
者

に
は
記
載
内
容
を
変
更
し
た
高
齢
受
給

者
証
を
再
交
付
し
ま
す
。
３
月
21
日
以

降
に
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
水
色
の

封
筒
で
送
付
し
ま
す（
市
役
所
窓
口
で

の
手
続
き
は
不
要
）。

◆
現
在
３
割
負
担
の
方
は
、
窓
口
負
担

割
合
や
高
齢
受
給
者
証
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。
４
月
以
降
も
、
引
き
続
き
現

在
の
高
齢
受
給
者
証
を
使
用
し
て
く
だ

さ
い
。

—
市
国
保
年
金
課
国
保
係 

☎
２
６
‐
５

７
２
７

観
光
Ｐ
Ｒ
用
名
刺
の
台
紙
を
差
し
上
げ
ま
す

　
山
居
倉
庫
、
鳥
海
山
と
飛
島
、
酒
田

舞
娘
、
土
門
拳
記
念
館
、
傘
福
の
写
真

入
り
台
紙
５
種
類
、
各
20
枚
が
１
セ
ッ

ト（
１
０
０
枚
）で
す
。
本
市
の
紹
介
に

活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
／
本
市
在
住
か
勤
務
先
の
あ
る
方

▼
費
用
／
無
料（
一
人
１
セ
ッ
ト
で
先
着

順
。
印
刷
代
は
各
自
負
担
）▼
配
布
／
３

月
21
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜
産
業
会
館

１
階（
中
町
二
丁
目
）観
光
物
産
課
へ（
数

に
限
り
あ
り
。
電
話
予
約
は
不
可
）

—
市
観
光
物
産
課
観
光
物
産
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
９

海
鮮
市
場
２
階
を
改
修
工
事
し
ま
す

　
工
事
期
間
中
は
２
階
飲
食
店
・
休
憩

ス
ペ
ー
ス
が
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

期
間
／
３
月
18
日
㈪
〜
４
月
４
日
㈭

◆
１
階
は
通
常
通
り
利
用
で
き
ま
す
。

—
市
観
光
物
産
課
観
光
物
産
係 
☎
２

６
‐
５
７
５
９

佐線、酒田駅前遊佐線） ▼廃止日／3月31日
—ゆざ交通株式会社 ☎72‐2116

「シルばぁちゃん先生と一緒に笹巻きをつくろう」参加者募集

日時／4月13日㈯午前9時45分～午後0時30分（受け付け
は午前9時30分～） ▼場所／浜田学区コミュニティ防災
センター ▼対象／1歳半～小学生の子どもと保護者 ▼

内容／酒田市シルバー人材センター会員と一緒に笹巻
きを作る（作った分はお土産） ▼費用／一家族300円（保
険料など） ▼持ち物／エプロン、三角巾、手拭きタオル、
マスク、飲み物など ▼申し込み／4月5日㈮までＮＰＯ
法人にこっとへ ☎23‐6330

平成26年歌会始のお題および詠進歌の詠進要領

　宮内庁より、平成26年歌会始のお題および詠進歌の
詠進要領が発表されました。お題は、「静

せ い

」と定められま
した。詳しくは、宮内庁 ☎03‐3213‐1111へ問い合わせ
るか、宮内庁のホームページ（http://www.kunaicho.
go.jp/）をご覧ください。

ゆざ交通バス路線の廃止について

　当社のバス運行については効率化など努力をして
きましたが、利用者の減少傾向に歯止めがかからず、平
成25年3月末をもって下記路線を廃止します。永年にわ
たって利用いただき、ありがとうございました。
廃止路線／ゆざ交通バス路線（酒田十六羅漢線、酒田遊

転入・転出届などの受付時間を延長します
期間／3月25日㈪～4月2日㈫（土曜・日曜日を除く） ▼受付時間／午後7時まで ▼

場所／市役所1階市民課 ▼受付業務／転入転出届などの住民異動届（転入届、転
出届、転居届、世帯変更届）、各種証明書の交付（戸籍謄抄本、住民票の写し、印鑑
登録と印鑑証明、税関係証明（未申告のものは除く）） ▼その他／住民異動届に伴
う国民健康保険、国民年金、後期高齢者医療や児童手当などの諸手続きも、担当
窓口で受け付け可
◆パスポートや住民基本台帳カードの申請・交付はできません。
◆戸籍の届け出は夜間受付（地下宿直室）での受け取りのみとなります。
◆提出書類などで確認できない場合は、受け付けできない場合もあります。

電話予約で土曜・日曜日に各種証明書が受け取れます
予約できる証明書／住民票の写し、印鑑登録証明書、所得（市・県民税）証明書、納
税証明書、資産証明書、固定資産課税台帳の写し（名寄せ帳） ▼交付日時／電話予
約後、最初の土曜・日曜日の午前9時～正午（年末年始は除く） ▼交付場所／市役
所地下宿直室、各総合支所 ▼費用／1通400円（交付時に支払い） ▼予約方法／月
曜～金曜日の午前9時～午後5時（閉庁日を除く）に電話で市民課住民係または各
総合支所市民福祉課市民係へ
◆証明書を受け取ることができるのは、電話予約者本人のみ。受け取りの際は、
運転免許証や顔写真付きの住民基本台帳カードなどでの本人確認が必要です。
◆交付日時に受け取らなかった場合、予約は無効になります。
—市民課住民係 ☎26‐5723
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河川の伐採した支障木を無償提供します

提供日／4月8日㈪以降（予定） ▼提供場所／庄内町家根
合、鶴岡市長沼、鶴岡市豊栄 ▼対象／自ら積み込み運搬
できる方 ▼定員／60人程度（応募多数の場合は抽選） ▼

提供量／一人当たり軽トラック1台分程度 ▼樹種など
／ヤナギ、クルミなど（長さ1㍍以内、径10センチ㍍～）

▼申し込み／3月27日㈬まで所定の申込書に記入の上、
庄内総合支庁河川砂防課維持調査担当（三川町）へ提出
◆申込書などは同課および市土木課、各総合支所にあ
るほか、山形県ホームページからもダウンロードでき
ます。
—庄内総合支庁河川砂防課維持調査担当 ☎0235‐66‐5627

台町と映画を愉
たの

しむ会 港座3月上映会

3月23日㈯【正午～】宮本武蔵 第四部 一乗寺の決斗、男
はつらいよ【午後3時～】宮本武蔵 第四部 一乗寺の決斗、
男はつらいよ【午後6時～】ベティ・ブルー、勝手にしや
がれ
◆費用は1作品1回1,000円、詳しくは同会へ ☎23‐7919。

ＮＴＴ東日本発行の電話帳を配達・回収します

　4月中に新しい電話帳（5月発行）を各家庭・事業所に
お届けします。その際、現在お使いの電話帳を新しい電
話帳と取り替えますので、ご協力をお願いします。
◆詳しくはタウンページセンタへ 70120‐506‐309。

新
製
品
・
新
技
術
研
究
開
発
な
ど
へ
の
助
成

対
象
／
市
内
に
主
た
る
事
業
所
ま
た
は

事
務
所
を
有
す
る
中
小
企
業
、
組
合
な

ど
で
製
造
業
を
営
む
も
の
▼
対
象
事
業

／
事
業
費
30
万
円
以
上
の
事
業
で
新
製

品
や
新
技
術
の
研
究
開
発
に
要
す
る
経

費
、
ま
た
は
新
技
術
の
導
入
に
伴
う
人

材
派
遣
研
修
に
要
す
る
経
費
▼
補
助
内

容
／
事
業
費
の
２
分
の
１
で
１
０
０
万

円
を
限
度
▼
採
択
件
数
／
２
件
程
度
▼

申
し
込
み
／
４
月
１
日
㈪
〜
30
日
㈫
に

市
商
工
港
湾
課
工
業
労
政
係
へ
▼
審
査

／
５
月
に
審
査
会
を
開
催
し
、
助
成
の

可
否
を
決
定

◆
申
し
込
み
に
は
事
業
者
概
要
書
、
事

業
計
画
書
、
直
近
３
事
業
年
度
の
決
算

書
な
ど
添
付
書
類
が
必
要
で
す
。
募
集

要
項
は
市
商
工
港
湾
課
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

—
市
商
工
港
湾
課
工
業
労
政
係 

☎
２

６
‐
５
７
５
７

相
続
な
ど
で
農
地（
田
や
畑
な
ど
）の
所
有

者
と
な
っ
た
方
は
届
け
出
が
必
要
で
す

対
象
／
個
人
や
法
人
を
問
わ
ず
、
相
続

や
法
人
合
併
・
分
割
、
時
効
な
ど
で
農

地
を
取
得
し
た
方（
農
地
法
の
許
可
を

得
て
農
地
を
売
買
、
贈
与
し
た
方
は
対

象
外
）▼
期
間
／
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
を
知
っ
た
日
か
ら
お
お
む
ね
10
か
月

以
内
▼
届
け
出
先
／
市
役
所
３
階
農
業

委
員
会
事
務
局
ま
た
は
各
総
合
支
所
建

設
産
業
課
へ

◆
詳
し
く
は
市
農
業
委
員
会
事
務
局 

☎
２
６
‐
５
７
６
７
へ
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

市
・
県
民
税
の
年
金
特
別
徴
収
の
仮
徴
収

　
市
・
県
民
税
が
年
金
か
ら
引
き
去
り

さ
れ
て
い
る
方
の
４
月
、
６
月
、
８
月

の
税
額
は
、
２
月
と
同
じ
額
が
引
き
去

り
さ
れ
ま
す（
仮
徴
収
）。
新
規
に
特
別

徴
収
が
開
始
さ
れ
る
方
以
外
に
は
、
改

め
て
通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

年
金
保
険
者
か
ら
の
年
金
振
込
通
知
書

な
ど
で
金
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
確
定
し
た
平
成
25
年
度
の
市
・
県

民
税
納
税
通
知
書
は
６
月
に
送
付
し
ま

す
。

—
市
税
務
課
市
民
税
係 
☎
２
６
‐
５
７

１
２
〜
５
７
１
４

国
民
健
康
保
険
税
の

年
金
特
別
徴
収
の
仮
徴
収

　
国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か
ら
引
き

去
り
さ
れ
て
い
る
方
の
４
月
、
６
月
、

８
月
の
保
険
税
は
、
２
月
と
同
じ
額
が

引
き
去
り
さ
れ
ま
す（
仮
徴
収
）。
新
規

に
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
方
以
外
に

は
、
改
め
て
通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん

の
で
、
年
金
保
険
者
か
ら
の
年
金
振
込

通
知
書
な
ど
で
金
額
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
確
定
し
た
平
成
25
年
度
の

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
は
７
月

に
送
付
し
ま
す
。

—
市
税
務
課
税
制
係 

☎
２
６
‐
５
７
１
１

介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
年
金
特
別
徴
収
の
仮
徴
収

　
介
護
保
険
料
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料
が
年
金
か
ら
引
き
去
り
さ
れ

て
い
る
方
の
４
月
、
６
月
、
８
月
の
保

険
料
は
２
月
と
同
じ
額
が
引
き
去
り
さ

れ
ま
す（
仮
徴
収
）。
新
規
に
特
別
徴
収

が
開
始
さ
れ
る
方
以
外
に
は
、
改
め
て

通
知
書
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、
年
金

保
険
者
か
ら
の
年
金
振
込
通
知
書
な
ど

で
金
額
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お

確
定
し
た
平
成
25
年
度
の
保
険
料
決
定

通
知
書
は
７
月
に
送
付
し
ま
す
。

—
市
介
護
保
険
課
事
業
管
理
係 

☎
２

６
‐
５
３
６
３
、
同
課
高
齢
者
医
療
係 

☎
２
６
‐
５
７
２
９

大
学
修
学
に
係
る
奨
学
金
を
給
付
し
ま
す

対
象
／
本
市
出
身
の
学
生
の
保
護
者

（
た
だ
し
過
去
１
年
以
上
本
市
に
住
所

を
有
す
る
方
）で
、
次
の
条
件
を
全
て

満
た
す
世
帯
の
方 

①
世
帯
の
年
収
額

を
生
活
保
護
法
に
よ
る
保
護
基
準
の
例

に
よ
っ
て
算
出
し
た
需
要
額
で
除
し
た

率
が
１
２
０
㌫
に
満
た
な
い
こ
と 

②

当
該
学
生
が
本
年
３
月
に
高
校
を
卒
業

し
、
国
立
大
学
法
人
立
、
公
立
ま
た
は

市
長
が
特
に
認
め
た
４
年
制
大
学
に
入
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地域ささえあい研修会まとめの会参加者募集

日時／3月23日㈯午前9時30分～正午 ▼場所／希望ホー
ル小ホール ▼対象／地域の支えあい活動に関心のある
方 ▼内容／ささえあい研修会を通して地域の抱える課
題の解決に向けての話し合い ▼費用／無料 ▼申し込み
／ＮＰＯ法人いぶき ☎080‐6048‐6541

弓道初心者教室参加者募集

日時／4月6日～6月29日の毎週土曜日午後4時～6時（全
13回） ▼場所／国体記念体育館弓道場 ▼対象／中学生
以上で本市在住、または通学・勤務先がある方 ▼定員／
20人程度 ▼費用／2,800円（保険料など） ▼申し込み／
弓道教室事務局、加藤 ☎78‐4076、鈴木 ☎23‐7968

平成25年4月1日から高年齢者等の雇用の安定
等に関する法律が改正されます

　急速な高齢化の進行に対応し、高年齢者が少なくと
も年金受給開始年齢までは意欲と能力に応じて働き続
けられる環境の整備を目的として、高年齢者等の雇用
の安定等に関する法律の一部が改正され、4月1日から
施行されます。今回の改正により、事業主には次のいず
れかの対応が求められます。
①65歳以上への定年の引き上げ ②希望者全員を65歳
まで継続して雇用する制度の導入 ③定年制度の廃止
◆改正内容など詳しくは、ハローワーク酒田専門援助
部門 ☎27‐3111へ問い合わせてください。

学
し
た
こ
と 

③
当
該
学
生
の
高
校
在

学
中
の
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と 

④

世
帯
が
本
市
の
市
民
税
な
ど
の
滞
納
が

な
い
こ
と
▼
給
付
金
額
／
学
生
一
人
当

た
り
30
万
円（
一
時
金
）▼
申
し
込
み
／

４
月
５
日
㈮
ま
で
市
教
育
委
員
会
管
理

課
管
理
係
へ 
☎
２
６
‐
５
７
７
２

各
種
の
行
政
情
報
番
組
な
ど
を

活
用
し
て
く
だ
さ
い

　
本
市
で
は
市
政
情
報
を
本
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
以
外
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
市
行
政
情
報
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
】

放
送
局
／
酒
田
エ
フ
エ
ム
放
送（
ハ
ー

バ
ー
ラ
ジ
オ
　
76
・
１
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
）

▼
番
組
名
／
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
さ

か
た
▼
時
間
／
月
曜
〜
金
曜
日
の
午
前

８
時
〜
８
時
５
分（
午
後
０
時
20

分
〜

再
放
送
）、
毎
週
金
曜
日
午
後
５
時
45

分
〜
５
時
50
分
▼
内
容
／
市
か
ら
の
お

知
ら
せ
、
各
種
制
度
の
紹
介
な
ど

【
ふ
る
さ
と
メ
ー
ル
の
発
信
】

　
電
子
メ
ー
ル
で
本
市
の
情
報
を
配
信

し
て
い
ま
す
。
報
道
機
関
と
提
携
し
、

登
録
者
に
無
料
で
季
節
の
話
題
や
イ
ベ

ン
ト
情
報
な
ど
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

配
信
日
／
毎
週
金
曜
日
▼
費
用
／
無
料

▼
登
録
方
法
／
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
サ

イ
ト
内
検
索
機
能
で「
ふ
る
さ
と
だ
よ

り
」と
検
索

—
市
政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係 

☎
２

６
‐
５
７
０
６

酒
田
市
美
術
館
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
申
し
込
み

10
月
分
申
し
込
み
／
４
月
５
日
㈮
午
前

10

時
〜
酒
田
市
美
術
館
へ（
電
話
申
し

込
み
不
可
、
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

—
酒
田
市
美
術
館 

☎
３
１
‐
０
０
９
５

　
　

募

集

市
内
の
企
業
の
方
々
へ

さ
か
た
街
な
か
Ｐ
Ｒ
館
利
用
者

　
中
心
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
利
用
し

た
、
企
業
、
オ
フ
ィ
ス
向
け
の
短
期
レ

ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
で
す
。
１
日
か
ら

１
週
間
、
１
か
月
単
位（
最
大
１
か
月
）

で
、
製
品
紹
介
や
企
業
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

募
集
期
間
／
４
月
〜
平
成
26

年
３
月

（
期
間
、
時
期
は
要
相
談
）▼
利
用
可
能

時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
▼
開
設

場
所
／
イ
ワ
マ
ビ
ル
１
階（
中
町
一
丁

目
）▼
対
象
・
費
用
／
市
内
に
本
社
ま

た
は
生
産
工
場
を
置
く
地
元
企
業
、
団

体
お
よ
び
個
人
の
方
・
無
料
。
地
元

企
業
以
外
の
方
・
利
用
協
力
費
（
１

日
５
０
０
円
ま
た
は
１
週
間
１
千
５

０
０
円
）▼
申
し
込
み
／
産
業
会
館
１

階（
中
町
二
丁
目
）異
業
種
交
流
プ
ラ
ザ

内
、
中
心
市
街
地
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ

ン
タ
ー
へ 

☎
２
６
‐
５
８
２
１

◆
申
込
書
、
案
内
な
ど
は
同
セ
ン
タ
ー

に
あ
る
ほ
か
、
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w
w
w
.sakata-m

sc.jp/

）

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

障
が
い
程
度
区
分
認
定
調
査
員

対
象
／
本
市
在
住
で
介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
、
障
が
い
程
度
区
分
認
定
調

査
実
務
経
験
者
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２

級
以
上
の
資
格
を
有
し
５
年
以
上
の
実

務
経
験
者
の
い
ず
れ
か
の
資
格（
ま
た

は
前
記
と
同
程
度
の
資
格
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
方
）お
よ
び
普
通
自
動
車
免

許
を
持
っ
て
い
る
方
▼
募
集
人
数
／
１

人
▼
業
務
内
容
／
障
が
い
程
度
区
分
認

定
の
た
め
の
訪
問
調
査
な
ど
▼
勤
務
時

間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時（
土
曜
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）▼
採
用
月
日

／
４
月
１
日
▼
報
酬
／
市
の
基
準
に
よ

る
▼
選
考
方
法
／
面
接
▼
申
し
込
み
／

３
月
22
日
㈮（
必
着
）ま
で
、
封
筒
に
履

歴
書
、
該
当
す
る
資
格
登
録
証
の
あ
る

方
は
そ
の
写
し
を
同
封
の
上
、
〒
９
９

８
‐
８
５
４
０（
住
所
不
要
）酒
田
市
福

祉
課
障
が
い
福
祉
係 
☎
２
６
‐
５
７
３
３

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
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介
護
保
険
要
介
護
認
定
訪
問
調
査
員

対
象
／
本
市
在
住
で
介
護
支
援
専
門
員
、

保
健
師
、
看
護
師
、
社
会
福
祉
士
、
介

護
福
祉
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
お
よ
び

普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ
て
い
る
方

▼
募
集
人
数
／
若
干
名
▼
業
務
内
容
／

要
介
護
認
定
の
た
め
の
訪
問
調
査
な
ど

▼
勤
務
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）▼
採

用
月
日
／
４
月
１
日
▼
報
酬
／
市
の
基

準
に
よ
る
▼
選
考
方
法
／
面
接
▼
申
し

込
み
／
３
月
22
日
㈮（
必
着
）ま
で
、
封

筒
に
履
歴
書
、
該
当
す
る
資
格
登
録
証

の
写
し
、
応
募
の
動
機（
４
０
０
字
以

内
）を
同
封
の
上
、
〒
９
９
８
‐
０
０
４

４
、
酒
田
市
中
町
一
丁
目
４
‐
10 

酒
田

市
介
護
保
険
課
介
護
認
定
係 

☎
２
６
‐

５
７
３
２
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

第
10
回
希
望
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー

ト
出
演
団
体

開
催
予
定
日
／
６
月
23

日
㈰（
21

日

㈮
、
22

日
㈯
は
リ
ハ
ー
サ
ル
）▼
場
所

／
希
望
ホ
ー
ル
▼
応
募
条
件
／
①
団
体

単
位
で
申
し
込
み（
個
人
申
し
込
み
不

可
） 

②
舞
踊
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ダ
ン
ス
な

ど
、
分
野
は
不
問 

③
コ
ン
サ
ー
ト
運

営
に
参
加
で
き
る
こ
と
▼
申
し
込
み
／

３
月
21
日
㈭
ま
で
、所
定
の
申
込
書（
希

望
ホ
ー
ル
に
あ
り
ま
す
）に
記
入
の
上
、

希
望
ホ
ー
ル 

☎
２
６
‐
５
４
５
０
へ
提

出
▼
説
明
会
／
４
月
９
日
㈫
午
後
６
時

30
分
〜
希
望
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
開
催
。

申
し
込
み
団
体
は
出
席
必
須

◆
応
募
多
数
の
場
合
は
出
演
団
体
を
調

整
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆
出
演
団
体
に
は
チ
ケ
ッ
ト
購
入
割
り

当
て
が
あ
り
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
希
望
い
っ
ぱ
い
コ
ン
サ
ー
ト

実
行
委
員
会 

真
島 

☎
２
２
‐
９
７
１
１
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

—
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
芸
術
文
化

係 

☎
２
６
‐
５
７
７
８

第
48
回
酒
田
市
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

大
会
参
加
者

日
時
／
４
月
14

日
㈰
午
前
８
時

30

分
〜（
受
け

付
け
は
午
前
８

時
〜
）▼
場
所

／
光
ケ
丘
公
園

園
路
内
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
コ

ー
ス
▼
競
技
方

法
／
タ
イ
ム
レ
ー
ス（
小
学
生
１
・
４

キ
ロ
㍍
、
中
学
生
２
・
２
キ
ロ
㍍
、
高

校
生
お
よ
び
一
般
４
・
４
キ
ロ
㍍
）▼

対
象
／
小
中
学
生
・
高
校
生
・
一
般
の

男
女
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
高

校
生
以
下
は
４
月
９
日
㈫
ま
で
学
校
ご

と
に
申
し
込
み
。
一
般
は
電
話
で
市
文

化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

へ 

☎
２
６
‐
５
７
８
２

酒
田
市
結
婚
推
進
支
援
事
業

「
男
性
講
座 

第
一
印
象
と
会
話
力

向
上
セ
ミ
ナ
ー
」参
加
者

日
時
／
４
月
７
日
㈰
午
後
３
時
〜
５
時

▼
場
所
／
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン

酒
田
▼
対
象
／
婚
活
中
の
男
性
ま
た
は

親
御
さ
ん
▼
内
容
／
今
す
ぐ
使
え
る
好

印
象
を
与
え
る
コ
ツ
の
紹
介
▼
講
師
／

株
式
会
社
ア
ー
ト
ブ
ラ
イ
ダ
ル
代
表
取

締
役
社
長 

佐
藤
律
子
氏
▼
費
用
／
１

千
円
▼
申
し
込
み
／
４
月
４
日
㈭
ま
で

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課（
交
流
ひ
ろ
ば
）

へ 

☎
２
２
‐
５
６
１
２
、
Ｅ
メ
ー
ル 

m
achi@

city.sakata.lg.jp

酒
田
海
洋
少
年
団
新
規
団
員

活
動
日
時
／
日
曜
日
の
午
前
９
時
〜
11

時（
月
３
回
程
度
）▼
場
所
／
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
ほ
か
▼
対
象
／
小
学
生
▼
内

容
／
手
旗
、
ロ
ー
プ
結
索
、
カ
ッ
タ
ー

（
ボ
ー
ト
）漕
法
、
水
泳
な
ど
の
訓
練
、

大
会
参
加
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
▼
費
用
／
年
会

費
３
千
円
、
後
援
会
費
２
千
円（
制
服

代
別
途
）▼
申
し
込
み
／
４
月
10

日
㈬

ま
で
年
会
費
と
後
援
会
費
を
添
え
て
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
市
社
会
教
育
課

管
理
係
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
２

30分 ▼場所／親子スポーツ会館 ▼対象／①4歳～小学
6年生 ②中学生以上 ▼内容／稽古を通してカラテの楽
しさと達成感を体感する ▼費用／無料 ▼申し込み／㈳
極真会館 田畑道場へ ☎023‐625‐0900

第13回庄内農業高校らん展

　同校園芸科学科の生徒がバイオテクノロジーを駆使
して作り出したランを鑑賞してください。
日時／3月30日㈯、31㈰の午前10時～午後3時 ▼場所／
山形県立庄内農業高校（鶴岡市藤島） ▼内容／同校のカ
トレアやシンビジウムなどの展示、鶴岡ランを楽しむ
会の作品展示、ランの販売など
—山形県立庄内農業高校 ☎0235‐64‐2151

シンポジウム「東日本大震災・復興を考える」参加者募集

　早稲田大や公益大などの教員が実施した東日本大震
災についての学術調査と、公益大公益総合研究センター
によるカンタベリー大地震からの復興プロセス調査につ
いての中間成果を市民の方々と共有し、庄内地域から何
ができるか、復興のあり方を共に考えます。
日時／3月20日㈷午後1時～4時 ▼場所／東北公益文科大
学教育研究棟（飯森山三丁目） ▼対象／どなたでも ▼費
用／無料 ▼申し込み／直接会場へ
—東北公益文科大学公益総合研究センター ☎0235‐29‐0555

カラテ無料体験会

日時／4月9日㈫①午後6時～7時 ②午後7時20分～8時
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リ
ハ
ビ
リ
教
室

言
語
リ
ハ
ビ
リ
教
室
参
加
者

期
間
／
４
月
〜
平
成
26

年
３
月（
全
18

回
）【
①
リ
ハ
ビ
リ
教
室
】第
１
、
第
３

火
曜
日
の
午
前 
【
②
言
語
リ
ハ
ビ
リ
教

室
】第
２
、
第
４
火
曜
日
の
午
後
▼
場

所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
①

40

歳
〜
65

歳 

②
40

歳
〜
70

歳 

①
②
と

も
に
脳
卒
中
後
遺
症
、
外
傷
な
ど
で
在

宅
療
養
中
の
方
。
体
は
不
自
由
で
も
自

分
で
で
き
る
こ
と
を
増
や
し
た
い
方
で
、

通
所
可
能
な
方（
送
迎
バ
ス
は
要
相
談
。

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て

い
る
方
を
除
く
）▼
定
員
／
①
15

人
程

度 

②
10

人
程
度
▼
内
容
／
集
団
お
よ

び
個
別
訓
練
、
作
業
的
訓
練
、
言
語
訓

練
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

◆
申
込
書
と
主
治
医
の
意
見
書
の
提
出

が
必
要
で
す
の
で
、
詳
し
く
は
市
健
康

課
成
人
保
健
係 

☎
２
４
‐
５
７
３
３
へ

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

㈳
日
本
水
道
協
会
主
催

配
水
管
工
技
能
講
習
会
受
講
者

【
小
口
径
管
講
習
会
】日
時
／
６
月
４
日

〜
９
月
５
日
の
間
に
11

回
開
催（
１
回

に
つ
き
３
日
間
）▼
場
所
／
仙
台
市
水

道
局
職
員
研
修
所（
茂
庭
浄
水
場
内
）▼

受
講
資
格
／
配
水
管
布
設
工
事
に
お
い

て
水
道
用
ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
配

管
・
接
合
の
実
務
経
験
が
２
年
以
上
あ

る
方
▼
定
員
／
各
回
先
着
24
人

【
大
口
径
管
講
習
会
】日
時
／
４
月
22
日

〜
平
成
26
年
１
月
29
日
の
間
に
20
回
開

催（
１
回
に
つ
き
２
日
間
）▼
場
所
／
東

京
都
水
道
局
研
修
・
開
発
セ
ン
タ
ー
▼

受
講
資
格
／
Ｎ
Ｓ
、
Ｓ
Ⅱ
形
管
等
の
耐

震
継
手
配
水
管
技
能
者
と
し
て
日
本
水

道
協
会
の「
配
水
管
技
能
者
名
簿
」に
登

録
済
み
の
方
▼
定
員
／
各
回
先
着
24
人

◆
申
込
書
、
案
内
書
は
市
水
道
局
で
配

布
。
申
し
込
み
先
は
案
内
書
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

—
市
水
道
局
管
理
課
へ 

☎
２
２
‐
１
８

１
２

　
　

相

談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

日
時
／
３
月
27
日
㈬
午
後
５
時
〜
７
時

▼
場
所
／
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
▼
内

容
／
相
続
、
遺
言
、
土
地
建
物
の
登
記
、

会
社
法
人
の
登
記
、
債
務
整
理
、
成
年

後
見
な
ど
▼
申
し
込
み
／
午
前
９
時
〜

午
後
５
時（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
）に
山
形
県
司
法
書
士
会
酒
田
支

部
、
髙
橋 

☎
４
３
‐
４
０
０
０

な
ん
で
も
労
働
相
談
タ
イ
ヤ
ル

日
時
／
３
月
21
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後

６
時
▼
相
談
電
話
／
２
４
‐
５
５
０
５

▼
内
容
／
解
雇
・
雇
い
止
め
、賃
金
カ
ッ

ト
、
労
働
時
間
、
残
業
、
休
暇
、
人
員

整
理
問
題
、
労
働
災
害
な
ど

—
連
合
山
形
酒
田
飽
海
地
域
協
議
会 

☎
２
４
‐
５
５
０
５

　
　

催

し

第
36
回
酒
田
市
凧た

こ

あ
げ
大
会

日
時
／
３
月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
９
時
30

分
〜
受
け
付
け
。
荒
天

時
中
止
）▼
場
所
／
最
上
川
河
川
公
園

（
出
羽
大
橋
下
流
）▼
対
象
／
ど
な
た
で

も（
凧
の
な
い
方
に
は
当
日
実
費
で
お

分
け
で
き
ま
す
）▼
費
用
／
無
料
▼
申

し
込
み
／
当
日
会
場
へ

—
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４
‐
２
９
９
３

出
羽
遊
心
館 

春
の
市
民
茶
会

期
日
／
４
月
21
日
㈰
▼
受
付
時
間
／
午

前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
▼
場
所
／
出

羽
遊
心
館
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も（
普

段
着
で
ど
う
ぞ
）▼
内
容
／
茶
会（
二

席
）と
酒
田
の
歴
史
資
料
展
示
▼
費
用

／
前
売
り
茶
券
５
０
０
円
、
当
日
茶
券

あ
り（
枚
数
限
定
）▼
茶
券
取
り
扱
い
／

３
月
19

日
㈫
〜
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、

出
羽
遊
心
館
で
販
売

—
市
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係 

☎
２

４
‐
２
９
９
３

金峰 森のボランティア「金峰倶楽部」会員募集

　金峰少年自然の家では、自然の家エリア内の森林の
手入れや野外活動施設の整備を手伝ってくれる金峰 森
のボランティア「金峰倶楽部」の会員を募集しています。
募集期間／活動期間中随時 ▼活動期間／4月～11月ま
での日曜日（月1回） ▼活動場所／金峰少年自然の家周
辺（鶴岡市高坂） ▼対象／高校生以上 ▼活動内容／雑木
林の間伐と下草刈り、自然観察コースの補修など ▼費
用／年会費1,500円（保険料、活動費など） ▼申し込み／
電話またはファクシミリで氏名、住所、電話番号を山形
県金峰少年自然の家へ ☎0235‐24‐2400、60235‐25‐
5900

◎献血にご協力ください

—市健康課健康係 ☎24‐5733
◆献血会場で骨髄バンクのドナー登録ができます。詳しくは山
形県庄内保健所医薬事担当へ ☎0235‐66‐5478。

期日 受付時間 場所

4／8㈪
午前9時～11時 ㈱エコー

午後1時～3時30分 酒田警察署

4／10㈬ 午前9時～11時 東北電力㈱酒田技術センター

4／11㈭
午前9時～11時 ㈱ユアテック酒田営業所

午後1時30分～3時30分 酒田港湾合同庁舎

4／14㈰ 午前9時30分～午後4時 イオンタウン酒田（ライトオン・西松屋前）
（市内5つのライオンズクラブ共催）

4／18㈭ 午前10時～11時30分
午後1時～3時30分 ベルナール酒田
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地域活性化リーダー養成プログラムに参加
余語 結佳（3年）

｢

育
メ
ン
」、最
近
で
は
加
え
て｢

育
ジ
ー
」

と
、
男
性
の
育
児
や
家
事
へ
の
参
加
が
求

め
ら
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　
あ
る
民
間
企
業
に
よ
る
「
父
親
の
子
育

て
へ
の
協
力
度
に
つ
い
て
」
の
調
査
で
、

興
味
深
い
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
小
学
生

や
中
学
生
を
持
つ
母
親
を
対
象
に
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
父
親
が
子
育
て
に
と
て
も
協

力
的
だ
と
回
答
し
た
家
庭
で
は
、
父
親

が

｢

子
ど
も
と
一
緒
に
よ
く
遊
ぶ
」
割
合

が
高
く
、
そ
の
割
合
は
小
学
生
で
は
70
㌫
、

中
学
生
で
も
ほ
ぼ
50
㌫
に
達
し
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
に
勉
強
を
教
え
る
」
や

｢

炊
事

や
洗
濯
な
ど
の
家
事
」
な
ど
と
の
関
連
も

調
査
し
て
い
る
の
で
す
が
、
最
も
関
連
が

あ
っ
た
の
が

｢

子
ど
も
と
の
遊
び｣

だ
っ

た
の
で
す
。
ち
な
み
に
「
あ
ま
り
協
力
的

で
な
い
」｢

全
く
協
力
的
で
な
い
」
と
回

答
し
た
家
庭
で
は
、
小
学
生
で
も

｢

よ
く

遊
ぶ｣

割
合
は
５
㌫
以
下
で
し
た
。
遊
び

を
通
し
て
父
親
は
子
ど
も
の
様
子
を
よ
く

理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
る
こ
と
が
、

こ
う
し
た
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
父
親
が
子
育
て
に
協
力
的
だ
と
感
じ
る

と
母
親
の
子
育
て
不
安
は
少
な
く
な
り
ま

す
し
、
子
ど
も
は
親
と
の
遊
び
を
通
し
て
、

自
分
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
て
い
る
、
大

切
に
さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
ま
す
。
 ｢

父
親
の
出
番
は
子
ど
も
が
思
春
期
に
な
っ

て
か
ら｣

と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
は
幼
い
と
き
か
ら
遊
び
を
通
し
て
培
っ

た
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
ま
だ
先
の

思
春
期
で
す
が
、
そ
の
と
き
に
な
っ
て
か
ら
、

子
ど
も
と
向
き
合
お
う
と
し
て
も
、
そ
れ

ま
で
に
信
頼
関
係
が
形
成
さ
れ
て
い
な
け

れ
ば
、
何
を
伝
え
て
も
「
う
っ
と
う
し
い
」

存
在
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
お
父
さ
ん
も
、
遊
び
を
通
し
て
一
緒
に

子
育
て
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
育
成
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
４

酒田っ子

66
東
北
公
益
文
科
大
学
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生

一
緒
に
遊
ん
で
、

子
育
て
を
楽
し
も
う

「
値
上
が
り
確
実
」「
上
場
間
近
」

「
地
区
で
限
定
○
人
に
譲
渡
」
な

ど
、
未
公
開
株
や
社
債
購
入
を
勧

め
ら
れ
た
と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、以
前
に
投
資
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
が｢

被
害
額
を
取
り
戻

す｣

と
、新
た
に
社
債
な
ど
を
購
入

さ
せ
ら
れ
た
と
い
っ
た
、二
次
被

害
の
相
談
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
「
株
な
ど
で
資
産
を

増
や
し
た
い
」｢

過
去
の
被
害
を

取
り
戻
し
た
い｣

と
い
う
心
理
を

利
用
し
た
悪
質
な
手
口
で
す
。
相

手
業
者
が
破
綻
し
て
い
る
場
合
、

個
別
に
救
済
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
未
公
開
株
や
社

債
な
ど
を
購
入
し
た
こ
と
が
あ
る

こ
と
を
、
他
人
が
知
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
自
体
不
審
で
す
。

　
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
は
っ
き

り
と
断
り
ま
し
ょ
う
。
判
断
に

迷
っ
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

消費生活

●お問い合わせ／市消費生活センター
（市役所1階まちづくり推進課内）T26‐5761

未
公
開
株
・
社
債
購
入
の

勧
誘
と
二
次
被
害

48

—東北公益文科大学広報担当  T41‐1117

東北公益文科大学

C a m p u s  R e p o r t . 12

　秋田大学との連携協定に基づき2月14日～15日に行われた「きたまえ

塾」プログラムに参加しました。このプログラムは両大学の学生を対象に、

地域活性化リーダーの育成を目的に初めて実施されたもので、公益大か

ら10名、秋田大から6名の学生が参加しました。

　テーマは秋田県横手市増田町の地域おこし活動や、伝統的建造物に

ついて。同町の現状を講義で学んだ後、各グループに分かれて、実際に

町内を歩き住民への聞き取り調査を実施。研修の最後には、地域活性

化への提言を行いました。私が所属したグループは町おこしに関わる住民

の意識統一のための研修旅行の実施や、町おこしに関わる若者を増やす

ために空き家をテナントとして貸し出す

提案などをしました。集中的かつ実践的

に学んだ今回の経験を、今後のまちづく

りの研究に生かしていきたいと思います。
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●
対
象
用
具
の
レ
ン
タ
ル
と
購
入

　
介
護
保
険
の
福
祉
用
具
に
は
、
レ
ン
タ

ル
で
き
る
も
の
と
、
購
入
が
必
要
な
も
の

が
あ
り
ま
す
。
県
の
指
定
を
受
け
た
福
祉

用
具
貸
与
・
販
売
事
業
所
を
利
用
し
な
い

場
合
は
、
介
護
保
険
の
補
助
対
象
と
な
り

ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

【
レ
ン
タ
ル
で
き
る
福
祉
用
具
】
車
い
す
、

歩
行
器
、
介
護
用
ベ
ッ
ド
、
歩
行
補
助
つ

え
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
利
用
料
の
９
割
は

介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

要
介
護
認
定
の
結
果
に
よ
っ
て
は
利
用
で

き
な
い
用
具
が
あ
り
ま
す

【
購
入
が
必
要
な
福
祉
用
具
】
ポ
ー
タ
ブ

ル
ト
イ
レ
、
入
浴
用
椅
子
、
浴
槽
手
す
り

な
ど
貸
与
に
な
じ
ま
な
い
用
具
で
す
。
年

度
内
で
９
万
円
を
上
限
に
、
購
入
金
額
の

９
割
が
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す

　
自
宅
で
の
介
護
を
支
え
て
く
れ
る
福

祉
用
具
で
す
が
、
使
い
方
を
間
違
え
る
と

重
大
な
事
故
に
も
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

福
祉
用
具
貸
与
・
販
売
事
業
所
で
、
使
い

方
の
説
明
を
受
け
、
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

●
お
問
い
合
わ
せ
／
市
介
護
保
険
課
介
護
認
定
係 

☎
２
６
‐
５
７
３
２

あ

っ

た

か

い

ご

48

　
寒
い
日
に
は
、
温
か
い
お
風
呂
に
入
れ

て
あ
げ
た
い
の
に
、
入
浴
に
は
危
険
が
た

く
さ
ん
。
濡
れ
て
滑
り
や
す
く
な
っ
た
床
、

手
す
り
の
無
い
浴
室
。
介
護
を
受
け
る
方

に
と
っ
て
も
、
介
護
を
す
る
方
に
と
っ
て

も
、
負
担
や
不
安
が
大
き
く
、
入
浴
を
控

え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
介
護
保
険
制
度
で
は
、
自
宅
で
の
生
活

を
支
え
る
福
祉
用
具
の
レ
ン
タ
ル
や
購
入

に
対
す
る
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
体
に

合
っ
た
も
の
を
上
手
に
使
う
こ
と
で
、
自

立
支
援
、
介
護
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

り
ま
す
。

●
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
に
は

　
介
護
保
険
で
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
要
介
護
認
定
を
受
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
市
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
す
で
に
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

は
周
辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
場

所
で
与
え
、
食
べ
終
わ
っ
た
ら
速
や

か
に
回
収
し
て
く
だ
さ
い
。

●
糞
尿
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う

　
餌
を
与
え
る
人
の
自
宅
ま
た
は
周

辺
住
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る
場
所

に
猫
用
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
排
泄
物

は
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た

ト
イ
レ
以
外
の
場
所
に
排
泄
し
て
し

ま
っ
た
場
合
も
、
排
泄
物
を
速
や
か

に
処
理
し
、
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

●
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ
う

　
飼
い
主
の
い
な
い
不
幸
な
猫
の
繁

殖
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た

行
動
範
囲
が
狭
く
な
っ
て
、
発
情
期

の
鳴
き
声
や
マ
ー
キ
ン
グ
な
ど
も
抑

え
ら
れ
ま
す
。

　
餌
を
与
え
る
だ
け
の
行
為
は
、
結

果
と
し
て
野
良
猫
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
、
そ
の
多
く
が
殺
処
分
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
の
よ
う
に
適
切
な
管
理

を
行
え
ば
、
野
良
猫
が
原
因
と
な
っ

て
発
生
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
や
ト

ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
近
隣
の
理
解
を
得
て
野
良
猫
の
世

話
を
行
い
ま
し
ょ
う

　
周
辺
住
民
に
対
し
野
良
猫
の
世
話

を
す
る
こ
と
を
説
明
し
、
理
解
を
得

た
上
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
置
き
餌
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
餌
は
世
話
を
す
る
人
の
自
宅
ま
た

—市環境衛生課環境保全係
T31‐0933環境ニュース

ごみ情報  2月のごみ量 … 2,323トン ◆前年同月に比べて 0.8パー
セント増

火災・救急
情報 野

良
猫
へ
の
無
責
任
な

餌
や
り
は
や
め
ま
し
�
う

介
護
を
支
え
る
福
祉
用
具

2月の火災件数…………………0 件
●前年同月に比べて3件の減

2月の救急件数…………… 344 件
●前年同月に比べて48件の減

　春は空気が乾燥し、フェーン現象な

どの気象条件から山火事の危険性が高

い時期となります。

　これから暖かくなるにつれ、山に入

る機会が多くなります。特に空気が乾

燥しているため、たばこの不始末はし

ない、風が強い日

には火入れをし

ないなど、火の取

り扱いには十分

注意して、山火事

を防ぎましょう。

—消防本部予防課 ☎61‐7113

山火事を防ごう
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こんにちは伊藤 美
み

結
ゆ

ちゃん

1歳11か月／関
伊藤保さん、絵美さんの
長女

おしゃべり大好き♥
毎日元気いっぱい!

富樫 はぐみちゃん

1歳5か月／茗ケ沢
富樫大輔さん、玲子さんの
長女

お兄ちゃんたちと仲良く☆
元気に育ってね☆

赤ちゃん募集中　　おおむね2歳未満の赤ちゃんが対象です。写真と紹介コメントを掲載します。申し込みは市政策推進課広報広聴係へ ☎26‐5706。

病院ドック
実施病院／本間病院 ☎22‐3051、庄内余目病院 ☎43‐3434
◆実施日､検査項目などは各病院で異なり、選択する検査項目によ
っては、庄内検診センターで実施している一般ドックと同額で受け
られない場合があります。申し込み､費用など詳しくは各病院へ直
接問い合わせてください。
◆庄内余目病院ではバリウムでの胃がん検診はありませんが､自己
負担で内視鏡検査を受診できます。

乳がん検診の対象者
　40歳以上の乳がん検診は2年に1度の実施です。4月からの受診対象
者は平成25年度中に偶数年齢になる方です。ただし、奇数年齢になる方
で前年度に受診をしていない方は「乳がん検診受診券」を申請し､交付
を受けてから受診することができます。交付を希望する方は本人確認が
できるもの（運転免許証、健康保険証など）、印鑑を持参の上、4月以降
市民健康センターまたは各総合支所市民福祉課へ申請してください。
◆25年度中に偶数年齢になる方、女性特有のがん検診無料クーポン
券対象の方（25年度中に41歳、51歳、61歳になる方）は乳がん検診
受診券が不要です。

かかりつけ医での健診（各種個別健診）
実施期間／4月～平成26年2月末まで

項目 対象 費用
特定健診 65歳～74歳 1,800円（酒田市国保の場合）
高齢者健診 75歳以上 無料
子宮がん検診 20歳以上 頸部1,500円、頸部・体部2,200円

乳がん検診
（女性のみ）

30歳～39歳 視触診のみ600円
（鶴岡市医療機関では受診できません）

40歳～49歳 マンモグラフィ併用（2方向）
①同時併用2,000円 ②分離併用2,100円

50歳以上 マンモグラフィ併用（1方向）
①同時併用1,400円 ②分離併用1,500円

肝炎ウイルス検診 40歳以上でこれまで
受診したことがない方 800円

◆実施医療機関､健診内容など詳しくは酒田市住民健診ガイドをご
覧になるか､市健康課に問い合わせてください。はがきなどでの案
内はありません。医療機関に直接申し込みの上､受診してください。
◆40歳以上の乳がん検診対象者について詳しくは、上記の「乳がん
検診の対象者」をご覧ください。

マタニティ教室
時間／9時30分から11時30分（受け付けは午前9時15分～） ▼場所／
市民健康センター ▼持ち物／母子健康手帳、筆記用具 ▼申し込み／
開催日の2日前まで市民健康センター内、母子相談室へ ☎26‐4199
コース 月日 内容 講師

Aコース 4／24

6／16
お風呂の入れ方、妊娠中の栄養 保健師、栄養士

Bコース 7／7
ママと赤ちゃんの歯を大切に、プレパパ妊
婦体験、絵本の読み聞かせ

歯科医師、保健師、読
み聞かせボランティア

妊娠届出書の提出はお早めに
　安全で安心な妊娠・出産のためには、健康診査・保健指導などの母
子保健サービスを妊娠の早期に受けることが重要です。主治医から
の「妊娠届出書」を持参の上、できるだけ妊娠早期（11週以内）に母
子健康手帳の交付を受けてください。

交付場所 市民健康センタ
ー内母子相談室

八幡総合支所
市民福祉課

松山総合支所
市民福祉課

平田健康福祉
センター

交付日 月曜～金曜日
（祝日を除く）

第2・4木曜日
◆上記以外の日を希望する場合は各総合支所に連
絡してください。

時間／午前8時30分～午後5時15分 ▼持ち物／妊娠届出書、印鑑

子どもの健診・相談
①酒田地域［市民健康センター（船場町）実施分］
健康診査
健康相談等 月日 対象 持ち物 受付時間

3か月児
健康診査

4／18 H24.12／1～15生 母子健康手帳、問診票、
バスタオル

午後0時45分
～1時30分

4／26 H24.12／16～31生

1歳6か月児
健康診査

4／11 H23.9／1～16生
母子健康手帳、問診票

4／19 H23.9／17～10／8生

3歳児
健康診査

4／10 H21.9／1～13生 母子健康手帳、問診票、
尿

4／25 H21.9／14～28生

9か月児
健康相談 4／18 H24.6／1～18生 母子健康手帳、問診票、

バスタオル
午前9時30分

～10時

②八幡・松山・平田地域［ひらたタウンセンター実施分］
健康診査
健康相談等 月日 対象 持ち物 受付時間

1歳6か月児
健康診査 4／17 Ｈ23.8～9月生 母子健康手帳、問診票

午後0時40分
～1時

3歳児
健康診査 4／23 Ｈ21.7／1～8／16生 母子健康手帳、問診票、

尿

9か月児
健康相談 4／26 Ｈ24.6～7月生 母子健康手帳、問診票、

バスタオル
午前9時30分
～9時45分

◆①②とも健診会場を変更する場合は1週間前まで市健康課または
各総合支所市民福祉課まで連絡してください。

◎ＢＣＧ予防接種が個別になります
　ＢＣＧ予防接種は、平成25年4月1日から定期接種の対象者が生後
1歳未満に拡大されました。標準的な接種期間は生後5か月から生後
8か月未満になります。このため3か月健診時に集団接種してきたＢ
ＣＧ予防接種は4月から個別接種となります。接種場所はＢＣＧ予
防接種協力医療機関になりますので、接種スケジュールなど詳しく
は、同医療機関と相談してください。
—市健康課保健予防係 ☎24‐5733

◎高齢者肺炎球菌ワクチンの予防接種費用の助成をしています
　高齢者の方の肺炎の発症や重症化を予防するため、肺炎球菌ワク
チンの任意予防接種について費用の一部を助成しています。接種を
希望する方には助成券を発行していますので、接種前に手続きをし
てください。
　今年度の助成券の有効期限は平成25年3月31日です。早めに接種し
ましょう。
—市健康課保健予防係 ☎24‐5733

◎Ｂ型肝炎訴訟の手続き
　幼少期の集団予防接種（昭和23年から昭和63年までの間）など、
注射器の連続使用によりＢ型肝炎ウイルスに持続感染した方およ
びその方から母子感染した方は、裁判所に提訴して要件に該当し和
解などが成立した場合、法に基づく給付金などが支給されます。詳
しい内容は下記へ問い合わせてください。
—【全国Ｂ型肝炎訴訟新潟事務所】☎025‐223‐1130、6025‐378‐
1662（月曜～金曜日の午前9時～午後5時）【Ｂ型肝炎被害対策東北
弁護団】☎022‐796‐0152、6022‐261‐7279（月曜～金曜日の午前10

時～午後2時）【厚生労働省健康局結核感染症課Ｂ型肝炎訴訟担当】
☎03‐3595‐2252（月曜～金曜日の午前9時～午後5時）、ホームペー
ジhttp://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou/b-kanen/
◆Ｂ型肝炎訴訟についてのチラシは市健康課と各総合支所にあり
ます。
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日本海総合病院 T26‐2001

日本海総合病院
酒田医療センター T23‐1111

市 立 八 幡 病 院 T64‐3311

休 日 診 療 所 T21‐5225

松 山 診 療 所 T62‐2032

市 健 康 課
（市民健康センター内） T24‐5733

母 子 相 談 室
（市民健康センター内） T26‐4199

八幡総合支所市民福祉課 T64‐3113
松山総合支所市民福祉課 T62‐2611
平田総合支所市民福祉課

（ひらたタウンセンター内） T52‐3911

検診受付電話 T22‐6184（午前8時30分〜午後5時）

健康ガイド
H E A L T H G U I D E 医　療　施　設 問　い　合　わ　せ

平成25年度各種健診日程通知を送付します
　1月中旬に各世帯に送付した「平成25年度酒田市各種健診申込及び受診状況調査」で「集団健
診」「集団婦人科検診」「若年者健診」「庄内検診センターの一般ドック①」に申し込みをした方に
は、3月末に「平成25年度各種健診日程通知」（はがき）を送付します。
◆日程の変更を希望する場合や申込書を出し忘れた場合は、検診受付電話または市健康課へ
問い合わせてください。
◆病院の人間ドック、かかりつけ医で検診を希望の方にははがきによる通知はありません。各
自、希望の病院、医療機関へ直接申し込んでください。

特定健康診査受診券（基本健診）について
¡社会保険など（協会けんぽ・共済組合・国保組合など）の被扶養者とな
っている40歳以上75歳未満の方は、各医療保険者から発行される「特
定健康診査受診券」がないと特定健診（基本健診）を受診できません。
¡不明な点は保険証の発行元の各医療保険者へ問い合わせてください。
¡各地区で行う集団健診時に受診券を持参すると、がん検診と特定健
診（基本健診）が同時に受診できます。
¡酒田市国保、後期高齢者医療保険に加入の方の受診券は不要です。
¡各種がん検診および若年者健診（Under40）は健康保険の種別にかか
わらず、本市の健診を受診できます（受診券は不要）。
健康保険証の発行元・連絡先 受診券発行時期 受診券入手方法

全国健康保険協会山形支部
（協会けんぽ山形支部）
☎023‐629‐7235

【被扶養者】
4月上旬を予定
【任意継続の被扶養者】
4月中旬を予定

【被扶養者】
自宅へ送付
【任意継続の被扶養者】
自宅へ送付
【任意継続の本人】協会けん
ぽへ問い合わせてください

地方職員共済組合（山形）
☎023‐630‐3307 6月上旬を予定 自宅へ送付

公立学校共済組合（山形） 
☎023‐630‐2882 6月中旬を予定 【被扶養者】

勤務先から被保険者本人
を通じて配付

【任意継続（本人・被扶養
者）】
自宅へ送付

警察共済組合（山形） 
☎023‐642‐5755 6月上旬を予定

山形県市町村職員共済組合
☎023‐622‐6902 5月中旬を予定

山形県歯科医師国保組合
☎023‐632‐8016

4月下旬～
5月上旬を予定

山形県建設国保組合
☎023‐666‐7727 3月下旬を予定 自宅へ送付または所属す

る支部を通じて配布

山形県内に本部のある健康
保険組合

受診券申請書を提出すると、受診券が発行されま
す。手続き方法がそれぞれ異なりますので加入し
ている健康保険組合に問い合わせてください。

その他の健康保険組合、その
他の保険証をお持ちの方

発行方法がそれぞれ異なりますので、保険証に記
載されている保険者に問い合わせてください。
◆受診券を発行せず、独自に健診を行う医療保険
もあります。

酒田市国保、
後期高齢者医療制度

受診券は発行されません。
◆健診時は保険証（被保険者証）を持参してくださ
い。　

社会保険などの加入者本人 酒田市の健診ではなく、事業所健診を受診することに
なります。詳しくは、事業所へ確認してください。

内視鏡ドック（庄内検診センターと日本海総合病院）
　申込書の人間ドックの欄に「②庄内検診センターと日本海総合病院
の内視鏡ドック」と記入して返送した方には、庄内検診センターから健
診日の案内文書を送付します（3月末予定）。これから申し込みする方は、
庄内検診センター ☎26‐1882まで連絡してください。
実施日／4月～平成26年2月、月曜～木曜日（祝日を除く）、日帰りの2日間

▼対象／本市に住民登録をしている40歳以上の方 ▼費用／加入する健康
保険、受診する項目によって異なります（酒田市国保の場合、男性44,300
円以内、40歳代の女性45,600円以内、50歳以上の女性45,000円以内）
◆胃、大腸の内視鏡と肺の胸部ＣＴは日本海総合病院で実施し、その
他は庄内検診センターで実施します。

一般ドック（庄内検診センター）
　申込書の人間ドックの欄に「①庄内検診センターの一般ドック」と記入
して返送した方には、健診日の10日程前に案内書と健診票などを送付し
ます。内容をよく確認して受診してください。
対象／本市に住民登録をしている40歳以上の方 ▼費用／加入する健康
保険、受診する項目によって異なります（酒田市国保の場合、男性3,400円、
40歳代の女性4,700円、50歳以上の女性4,100円）
庄内検診センター（東町）実施分【4・5月分】
地域 4月 5月

酒田地域

琢成学区 30日 琢成学区 1日、2日

北平田地区 4日、5日 東平田地区 27日、28日

南遊佐地区 6日、8日

若浜学区 9日、10日

本楯地区 22日、23日、24日

八幡地域 観音寺地区 11日、12日 観音寺地区 7日

松山地域
南部・山寺地区 2日、3日

内郷地区 30日、31日、6月3日
松嶺地区 16日、17日、18日

平田地域 山元・田沢地区 20日 中野俣・北俣地区 29日

◆これ以降の日程は、今後の健康ガイドで随時掲載していきます。
2か月分の全日程を掲載していますので、すでに定員に達している
場合もありますのでご了承ください。
◆定員に満たない場合は、どこの地区でも予約可能です。

早朝がん検診
　40歳以上の職場でがん検診がない方のための、早朝の1時間以内
で終わるがん検診です。必ず予約をしてください。
実施日／4月～12月の毎月第2週の月曜～金曜日（祝日を除く）、4月
は8日～12日 ▼場所／庄内検診センター ▼受付時間／午前6時45分
～7時 ▼定員／各5人 ▼申し込み／検診受付電話または市健康課へ

健診項目 費用（当日持参） 受診方法

胃がん検診（バリウムによるエックス線撮影） 1,000円 検診日の7日～10日前ま
でに検診票と各種容器を
送付しますので、内容をよ
く確認して当日受診してく
ださい。

大腸がん検診（便潜血検査） 500円

肺がん検診
◆65歳以上の方は結核検診を兼ねます。 無料

たん検査（次のいずれかに該当する方）
①6か月以内に血たんがあった方
②50歳以上で喫煙指数
（〔1日の平均喫煙本数〕×〔喫煙の経験年数〕）
が600以上の方
③受動喫煙による健康上の心配のある方

1,000円

肺がん検診のレントゲ
ンとセットです。たん検
査のみは受診できませ
ん。検診日の1週間前ま
でに検診受付電話へ。

前立腺がん検診 700円 当日会場で申し込んで
ください。肝炎ウイルス検診 800円
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酒田市政策推進課
〒998‐8540　山形県酒田市本町二丁目2番45号
●TEL.0234‐22‐5111（代表） ●FAX.0234‐26‐3688
●E-mail koho@city.sakata.lg.jp
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本紙に関するご意見、ご要望をお寄せください。

［平成25年2月28日現在］
（　）内は対前月増減数
◆住民基本台帳制度の改正により
　外国人住民も含んだ数値です。

男　52,329人（-36）
女　58,207人（-17）
【酒田市の人口】
110,536人

世帯数41,740（-43）

八幡
総合支所

〒999‐8292  酒田市観音寺字寺ノ下41番地
TEL.0234‐64‐3111（代表）  FAX.0234‐64‐3110

松山
総合支所

〒999‐6861  酒田市字山田27番地の4
TEL.0234‐62‐2611（代表）  FAX.0234‐62‐2618

平田
総合支所

〒999‐6711  酒田市飛鳥字契約場30番地
TEL.0234‐52‐3111（代表）  FAX.0234‐52‐3116

■インフォメーションさかた
酒田市からのさまざまな情報を
お知らせします

［月曜～金曜日］午前8時～、午後0

時20分～［金曜日］午後5時45分～

■災害が起こったら酒田
エフエム放送ラジオでFM
76.1メガヘルツ
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酒田市土門拳文化賞
受賞作品（1点）

酒田市土門拳文化賞
奨励賞受賞作品（3点、受け付け順）

「仁
によどがわそこう

淀川遡行」（モノクロ30枚組）

「濡
ぬ

れる空
うつせみ

蝉」（モノクロ30枚組）

「復興の進まぬ故郷を憂う」
（モノクロ・カラー混合30枚組）

「コスモス 母のまなざし」
（モノクロ・カラー混合29枚組）

小林 勝利 氏（71歳）　高知県高知市

大角 勝 氏（61歳）　静岡県静岡市

佐藤 一旭 氏（72歳）　福島県福島市

鈴木 純平 氏（39歳）　千葉県八千代市

　「水質日本一の仁淀川」の上流域に開け

た集落の人物や生活文化にレンズを向け、

30数年にわたって記録した作品。激変して

いく山間集落の人々の生活写真は、その土

地に残る人たちへの優しさが伝わる作品で

あるとともに、「人間の仕
し

合
あ

わせの原点は何

なのか」を写し出した秀作です。

日時／3月24日㈰　午前10時～
場所／土門拳記念館

期間・場所／
3月24日㈰～4月21日㈰ 土門拳記念館
5月14日㈫～27日㈪ 新宿ニコンサロン

（東京都新宿区西新宿1-6-1、新宿エルタワー28階）

授賞式

受賞
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